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Ivan Wyschnegradsky's « Prelude and Fugue » opus 15 : 
 its continuum structure and modality
杉　山　怜
SUGIYAMA  Ryo
Ivan Wyschnegradsky (1893-1979) composed « Prélude et fugue » opus 15 for quarter-
tone piano in 1927. In this piece, he used the continuum technique and the chord called 
"inversion of continuum". And according to his list of works, the theme of this piece is based 
on « The Red Gospel » opus 8 for bass-baritone and piano. This paper examines the relations 





想定して作曲された《前奏曲とフーガ Prélude et fugue》作品 15 は、1927 年に作曲され、1928
年に弦楽四重奏の編成に編曲されて初演された 1。本作品は、ヴィシュネグラツキー自身が執筆し
た雑誌記事「音楽のなかでの四分音の使用に関するいくつかの考察 Quelques considérations sur 
l'emploi des quarts de ton dans la musique」（1927a）2 のなかで、「連続体 continuum」や「連続
体の転回 renversement du continuum」と自ら名づけた和音が使用されている作品として紹介され
ている。
　また、本作品はヴィシュネグラツキーのロシア時代の歌曲《赤い福音書Красное Евангелие 
/ L'évangile rouge》作品 8（1918-1920、改訂 1937）のなかの旋律を主題として用いている点で
も注目される。ヴィシュネグラツキーは《前奏曲とフーガ》という名称をつけて多くの作品を作曲
したが、1972 年にルヴュ・ミュジカル誌に掲載されたヴィシュネグラツキーの作品リスト 3 では、
イヴァン・ヴィシュネグラツキーの《前奏曲とフーガ》作品 15
――　連続体による旋法性の形成　――
1   現在、弦楽四重奏版の楽譜は失われており、四分音ピアノを想定した楽譜が現存している。
2  Ivan Wischnegradsky. 1927a. "Quelques considérations sur l'emploi des quarts de ton dans la musique." Le Monde Musical  
No.6, pp.227-230.
3  Ivan Wyschnegradsky. 1972. "Ultrachromatisme et les espaces non octaviants." La Revue musicale  290/291, p.134.
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譜例１   《前奏曲とフーガ》作品 15 の「連続体」と「連続体の転回」






音の音程を観察すると、高音部譜表では X の和音である連続体（1/4 音）に続いて、1/2 音（半音）、
4  譜 例 １ は、 雑 誌 記 事 Wischnegradsky（1927a: 229） に 掲 載 さ れ た 譜 例 を 筆 者 が 写 し て 再 度 作 成 し た も の で あ る。





1/2 音、8/4 音（減４度）、13/4 音、12/4 音（増４度）、16/4 音（短６度）、13/4 音、同音（ユ
ニゾン）、連続体（1/4 音）、1/2 音、7/4 音、13/4 音、12/4 音、12/4 音、連続体の転回（23/4 音）、
22/4 音（減８度）、21/4 音（中間７度）、6/4 音（短３度）、20/4 音、19/4 音、18/4 音（長６度）、









の最初の微分音作品が生み出されることとなった 1918 年に作曲が始められ、1919 年に第 12 曲






　　　　　Партия 　певца 　в 　этом 　произведении 　допускает 　местами 　четвертитоновые 
　интонации, 　　более 　выразительные 　и 　соответствующие 　тексту, 　　чем 　обычные 
　полутоновые. 　　Эти 　интонации 　　нотированы 　　путем 　　специальных　 　знаков 
　(порудиезы 　и　 порубемоли) 　　поставленных 　над 　нотой 　и　 заключенных 
в 　скобки. 　Таким 　путем 　обе 　версии 　:　полутоновая 　и 　четвертитоновая 
записаны 　на 　одной 　и 　той-же 　строке　 и 　певец 　может 　по 　своему 　желанию 



















の一節を採用している。《前奏曲とフーガ》作品 15 のフーガの冒頭は、譜例３のように演奏される 8。




い福音書》の第 6 曲には、バス・バリトンの声部に次のような旋律が用いられている 9。























第 1 小節 − 第 29 小節 前奏曲
フーガ
第 1 小節 − 第 4 小節 主題の提示
第 5 小節 − 第 10 小節 二声部のフーガ
第 11 小節 − 第 14 小節 三声部のフーガ
第 15 小節 − 第 31 小節 四声部のフーガ
第 31 小節 − 第 35 小節 二声部のフーガ
第 36 小節 − 第 40 小節 三声部のフーガ
第 41 小節 − 第 62 小節 四声部のフーガ
第 63 小節 − 第 64 小節 一声部の楽句
第 66 小節 − 第 67 小節 四声部の楽句
第 68 小節 二声部の楽句
第 69 小節 − 第 75 小節 四声部の楽句
第 76 小節 − 第 86 小節 四声部による和声的な楽句
　ここでは、譜例１の箇所以外のフーガの部分に焦点をあてて、連続体の形成の観点から作品構造
について検討する 10。













　次に各声部が連続体に収束する箇所は第 60 小節から第 62 小節にかけてであり、ここでは四声
部による連続体が形成される。第 60 小節のはじめで形成される連続体は、四分の三嬰ニ音を最低
音に持つ連続体であり、第 61 小節で形成される連続体は、ホ音を最低音とする連続体である。
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